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　（目的）　これまでに報告したように，Tc－Pen，　Tc－

BLM標識化合物中，臨床に重要なそれぞれのMonomer

体の合成において，共通して，SnCl2の量およびその加

水分解反応が著しく影響することを知ったが，本研究で

は，このSn2＋の反応に検討を加え，その結果を基礎に

してMonomer体標識のキット化を試みた．

　（方法）標識体の確認には，これまでの報告のよう

に，種々のクロ　一？ト法および濾紙電気泳動法を用い，動

物実験は，マウス，ラットを用いた．

　（結果，考察）Tc－Pen，　Tc－BL，MのMonomer体は

一定の試薬濃度，pHなどの条件を設定した後，10－8～

ユ0－9moleのSnC12量を使用した場合に選択的に合成で

きることがわかっていたが，なお再現性の面で問題があ

った，一方，99mTcO4一とSnCl，との基礎的な反応の結

果，恐らく3量体のSnCl，の加水分解産物がTcの加水

分解産物とかなり安定な錯体を生成し，この反応がTc

の反応で，Tcの加水分解を促進する方向に働くと予想

された．すなわち，Monomer体生成に極少量のSnClz

量と同時にSn2＋の加水分解を防ぐことが必須の条件で

あると考えられた．

　このように少量で，かつ一定のSnC12を，しかも化学

的に安定に与えることができ，同時にキット化に応用し

うる方法としてSn2＋を吸着したレジソの使用を試みた．

99mTc－Penでは加熱滅菌後，長期保存されたものでも好

収率でMonomer体が選択的に得られることを見出し

た．99mTc－BLMでもすでに成功し，現在保存中の安定

性を検討している．

　この方法は原理的に一定のTcの化学形を与える簡易

な標識法として，他の99mTc標識化合物に適用できるで

あろう．
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　現在肝胆道系の検査に日常的に用いられている放射性

医薬品には1311標識BSP・Rose　Bengalがある．99mTc

標識肝胆道系物質も久しく求められ，テトラサイクリン

やペニシラミソ等が試みられたが，いずれも肝胆道系へ

の転送が少ないか遅く，又腎描出も多い為イメージング

剤として満足出来る物とは言えなかった．今回99mTc標

識メルカプトイソ酪酸（日本メジフィジクス）と99mTc

標識デヒドロチオクト酸（住友3M）が各々開発キット

化され，それらを臨床的に応用する機会を得たので，そ

の経験を報告する．

　各々製剤の構造式・作用・毒性・使用方法・標識率・

標識の安定性・イメージング法による肝より胆道系への

転送状態・血中クリアランス・尿中排泄率・副作用・在

来の肝胆道系試薬13il－BSPとの比較等について検討し

た．

　対象は当院と東邦大学の外来入院患者30名で内訳は

99mTc－MIBA　13名，99mTc－CHTA　17名である．種々の疾

患の患者に施行した結果，肝胆道系試薬として問題と考

えられる次の事柄があった．99mTc－MIBAでは血中クリ

アランスkが0．04～O、　13と低く，腸管描出が遅く，胆の

う描出が悪く，尿中排泄が多い事等であり，99mTc－DHT

Aでは血中クリアランスk　hS　O．　025～0．040と低く，心プ

ール，腎描出例が約半数に見られた事等である．それぞ

れ肝胆道系放射性医薬品としてはまだ完全に充分とは言

えないが99mTc標識としての利点である被曝線量の減少

やγカメラの高い効率を考えると一応使用に耐え得る製

剤と考えられた．イメージング結果と代表的イメージを

供覧する．加齢による肝胆道系転送機序の遅延の存在が

認められ，定量的検討を加えた．
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